











































































方法について 1995 年に公布し，2002 年に修正が行わ
れた。日本の環境省も米国WET手法を参考にしなが
らも独自の“生物応答を用いた排水管理手法”につい
て検討中である。排水中に含まれる複数の化学物質を
総体として評価する手法であり，いわゆる化学物質の
複合汚染を食い止める一つの解決策と期待される。有
吉佐和子の「複合汚染」は公害問題に端を発し，ヒト
健康を中心として化学物質の有害性有無を判断してい
たが，環境中での有害性有無を判断するのはヒト以外
の生物であり，話せない生物の声に耳を傾けるのがバ
イオアッセイである。バイオアッセイを上手に利用し
て化学物質と共存しながら持続可能な生態系，持続可
能な社会を形成していくことが重要であろう。
図 2　2種類の化学物質の等効果線法
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